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は
じ
め
に

　
﹁
詞
﹂
は
﹁
詩
﹂
と
同
樣
に
中
國
の
傳
統
的
な
韻
文
の
一
つ
で
あ

り
、
中
國
文
學
史
に
お
い
て
重
要
な
地
位
を
占
め
る
。
日
本
で
は
古

く
か
ら
漢
字
お
よ
び
漢
文
を
取
り
入
れ
て
き
た
た
も
の
の
、﹁
詞
﹂

は
ほ
と
ん
ど
注
目
を
受
け
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た︵

１
︶。

そ
れ
は
、
同
じ
く

詩
歌
文
學
に
屬
す
る
漢
詩
の
目
覺
ま
し
い
發
展
と
較
べ
る
と
、
雲
泥

の
差
と
言
え
よ
う
。

　

し
か
し
、
こ
の
状
況
は
江
戸
時
代
に
入
る
と
、
一
定
の
變
化
が
起

こ
る
。
最
も
顯
著
な
違
い
は
作
品
數
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
の
作
者
は

生
涯
に
多
く
と
も
數
首
程
度
の
詞
し
か
殘
さ
な
か
っ
た
が
、
江
戸
時

代
に
入
る
と
、
徳
川
光
圀
を
嚆
矢
と
し
て
、
三
十
首
以
上
の
詞
を
殘

し
た
作
者
が
一
氣
に
五
指
に
餘
る
ま
で
に
な
っ
た︵

２
︶。

さ
ら
に
、
詩
と

は
別
に
も
っ
ぱ
ら
詞
の
み
を
收
め
た
集
を
殘
し
た
作
者
も
現
れ
た
。

た
と
え
ば
田
能
村
竹
田
に
は
﹃
秋
聲
館
集
﹄﹃
清
麗
集
﹄﹃
竹
田
布
衣

詞
﹄
が
あ
る
。
田
能
村
竹
田
は
京
阪
、
山
陽
等
、
主
と
し
て
西
日
本

に
お
い
て
活
躍
し
た︵
３
︶。

こ
れ
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
、
江
戸
に
お
い
て
ひ

と
り
氣
を
吐
い
た
の
が
、
本
稿
で
採
り
上
げ
る
野
村
篁
園
そ
の
人
で

あ
る
。

　

野
村
篁
園
︵
一
七
七
五
︱
一
八
四
三
︶、
名
は
直
温
、
字
は
君
玉
、
通

稱
兵
藏
。
篁
園
、
西
莊
、
霽
莊
、
玉
松
山
叟
、
紫
芝
山
樵
、
淡
湖
漁

叟
、
ま
た
は
靜
宜
軒
な
ど
と
號
し
た
。
篁
園
は
古
賀
精
里
に
學
び
、

昌
平
黌
︵
昌
平
坂
學
問
所
︶
の
教
授
を
務
め
た︵
４
︶。

彼
は
一
生
の
間
に
百

六
十
六
首
も
の
詞
を
殘
し
て
お
り
、
そ
の
す
べ
て
が
彼
の
詞
集
﹃
秋

篷
笛
譜
﹄
に
收
め
ら
れ
て
い
る
。
彼
の
詞
は
、
量
的
に
も
質
的
に

も
、
江
戸
時
代
に
お
い
て
突
出
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
彼
の
詞
に

つ
い
て
專
門
的
に
深
く
研
究
し
た
論
文
は
存
在
せ
ず
、
管
見
の
限
り

で
は
、
神
田
喜
一
郎
が
﹃
日
本
填
詞
史
話
﹄︵
二
玄
社
、
一
九
六
五
年
︶

野
村
篁
園
の
詞
集
『
秋
篷
笛
譜
』
に
つ
い
て

陳　
　
　

竺　

慧
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野
村
篁
園
の
詞
集
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秋
篷
笛
譜
﹄
に
つ
い
て
︵
陳
︶

の
中
で
紹
介
し
て
い
る
の
が
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
先
驅
的
言
及
で
あ
っ

た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
野
村
篁
園
の
詞
集
﹃
秋
篷
笛
譜
﹄
を
取
り

上
げ
、
日
本
詞
史
に
お
い
て
大
き
な
足
跡
を
遺
し
た
篁
園
の
詞
業
に

つ
い
て
、
主
と
し
て
文
獻
學
的
側
面
か
ら
そ
の
概
略
を
描
き
出
す
こ

と
を
第
一
の
目
的
と
す
る︵

５
︶。

一
、
書
名
に
つ
い
て

　
﹃
秋
篷
笛
譜
﹄
は
篁
園
自
身
が
編
纂
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
上
梓

刊
行
さ
れ
た
形
跡
は
な
く
、
寫
本
の
形
で
今
日
ま
で
傳
え
ら
れ
て
き

た︵
６
︶。

そ
の
集
に
﹃
秋
篷
笛
譜
﹄
と
題
し
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
彼
の

詩
文
別
集
﹃
篁
園
全
集
﹄︵
内
閣
文
庫
本
︶
を
繙
い
て
も
、
關
連
の
言

及
は
一
切
な
く
、
推
測
す
る
よ
り
ほ
か
な
い
。

　
﹁
篷
﹂
は
茅
や
布
な
ど
で
作
ら
れ
、
家
屋
の
屋
根
や
船
、
車
な
ど

を
覆
う
も
の
で
あ
る
が
、
詩
詞
に
お
い
て
﹁
秋
﹂
と
﹁
篷
﹂
と
を
同

時
に
使
用
さ
れ
る
時
に
は
、
お
お
む
ね
舟
の
覆
い
の
意
と
し
て
使

わ
れ
る
。
た
と
え
ば
﹁
篷
雨
延
郷
夢
、
江
風
阻
暮
秋
﹂︵
唐
・
杜
牧︵
７
︶︶

﹁
篷
聲
漁
叟
雨
、
葦
色
鷺
鷥
秋
﹂︵
唐
・
鄭
谷︵
８
︶︶﹁

釣
船
篷
底
眠
秋
雨
、

誰
遣
南
柯
入
夢
中
﹂︵
宋
・
孫
覿︵
９
︶︶

な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、﹁
秋
篷
﹂

を
一
つ
の
言
葉
と
し
て
使
う
作
品
に
﹁
持
鞭
又
逐
風
塵
去
、
却
憶

秋
篷
聽
雨
眠
﹂︵
宋
・
嚴
粲

︵
　
︶
10

︶﹁
橫
笛
秋
篷
底
、
銜
山
夕
照
殘
﹂︵
宋
・

趙
汝
鐩

︵
　
︶
11

︶
な
ど
が
あ
る
。﹁
秋
﹂
と
﹁
篷
﹂
は
、
詩
詞
に
お
い
て
主

に
秋
の
夜
に
雨
粒
が
篷
船
に
落
ち
る
音
を
聞
き
、
旅
の
寂
し
さ
や
離

別
を
悲
し
む
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。
送
別
や
行
旅
の
作
品
に
見
受
け
ら

れ
る
こ
と
が
多
く
、﹁
漁
夫
﹂﹁
漁
叟
﹂﹁
釣
翁
﹂
な
ど
と
同
時
に
使

わ
れ
る
頻
度
も
高
い
。

　

し
か
し
、
篁
園
は
と
い
え
ば
、
生
ま
れ
も
育
ち
も
江
戸
で
あ
り
、

江
戸
を
遠
く
離
れ
て
旅
を
し
た
こ
と
も
な
く
、
生
涯
を
ほ
ぼ
順
調
に

儒
官
と
し
て
過
ご
し
て
い
る
。
作
品
の
中
に
も
そ
の
由
來
に
當
た
る

句
は
見
當
た
ら
な
い
。
篁
園
は
﹁
秋
篷
﹂
に
含
ま
れ
る
旅
や
離
別
な

圖
一　
『
秋
篷
笛
譜
』（『
篁
園
全
集
』
卷
六
所
收
、
内
閣
文
庫
所
藏
）
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中
國
文
學
硏
究　

第
四
十
一
期

ど
の
場
面
か
ら
で
は
な
く
、﹁
秋
篷
﹂
と
い
う
詩
語
が
與
え
る
風
景

と
音
聲
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
自
分
の
詞
集
に
名
付
け
た
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
が
自
分
の
作
る
詞
に
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
て
の

こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
詞
集
の
作
者
名
と
し
て
﹁
淡
湖
漁
叟
﹂

と
い
う
號
を
名
乘
っ
て
い
る
の
も
、
こ
れ
を
意
識
し
て
の
こ
と
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
﹁
笛
譜
﹂
は
詞
集
の
別
稱
の
一
つ
で
あ
る
。
笛
譜
を
も
っ
て
詞
集

に
題
す
る
も
の
に
宋
の
周
密
︵
一
二
三
二
︱
一
二
九
八
︶
の
﹃
蘋
洲

漁
笛
譜
﹄
が
あ
る
。
周
密
、
字
は
公
謹
、
號
は
草
窗
、
南
宋
雅
詞

派
の
中
心
人
物
の
一
人
で
あ
る
。
篁
園
は
、
あ
る
い
は
そ
の
影
響

を
う
け
て
笛
譜
と
名
付
け
た
か
も
し
れ
な
い
。
他
に
清
の
凌
廷
堪

︵
一
七
五
七
︱
一
八
〇
九
︶
に
﹃
梅
邊
吹
笛
譜
﹄︵
一
八
〇
〇
︶
が
あ
り
、

こ
れ
は
姜
白
石
の
詞
﹁
暗
香
﹂
か
ら
名
付
け
た
と
い
う︵

　
︶
12

。
姜
白
石

︵
一
一
五
五
︱
一
二
二
一
︶、
名
は
夔
、
字
は
堯
章
、
號
は
白
石
道
人
、

南
宋
雅
詞
の
代
表
的
な
作
家
の
一
人
で
あ
る
。
そ
の
﹁
暗
香
﹂
は
姜

白
石
の
自
度
曲
で
あ
る
。
凌
廷
堪
は
樂
律
に
精
通
し
、
篁
園
と
ほ
ぼ

同
時
代
の
人
で
あ
る
。
篁
園
が
實
際
に
こ
れ
を
目
に
し
た
か
ど
う
か

定
か
で
無
い
が︵

　
︶
13

、﹁
笛
譜
﹂
と
名
付
け
た
の
は
當
時
の
清
代
學
者
と

同
じ
よ
う
に
詞
の
音
樂
性
を
強
く
意
識
し
て
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た

か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
﹁
秋
篷
﹂﹁
笛
譜
﹂﹁
淡
湖
﹂﹁
漁
叟
﹂、
こ
れ
ら
の
言
葉
を
全
部
合

わ
せ
て
み
る
と
、
水
が
澄
ん
で
靜
か
な
秋
の
湖
に
一
人
の
漁
夫
が
篷

船
に
乘
り
、
小
雨
の
中
に
氣
ま
ま
に
笛
を
吹
い
た
り
歌
っ
た
り
し
て

る
風
景
が
浮
か
ん
で
く
る
。
喧
騷
な
俗
世
か
ら
離
れ
、
名
も
知
ら
ぬ

漁
夫
と
な
り
、
秋
雨
が
船
の
屋
根
に
打
つ
音
を
聞
き
、
悠
然
と
音
樂

と
釣
り
を
樂
し
む
の
は
、
篁
園
が
描
い
た
理
想
な
境
地
で
あ
る
の

だ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
う
し
た
語
彙
に
よ
っ
て
喚
起
さ
れ
る
﹁
淡
雅
﹂

﹁
枯
淡
﹂
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
ま
さ
に
篁
園
が
﹁
詩
餘
﹂
の
文
學
に
求

め
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
推
測
さ
れ
る
。

二
、
填
詞
の
時
期
に
つ
い
て

　
﹃
秋
篷
笛
譜
﹄
に
收
め
ら
れ
て
い
る
全
百
六
十
六
首
の
詞
の
う
ち

に
、
詞
題
か
ら
は
っ
き
り
と
年
月
日
ま
で
確
定
で
き
る
の
は
、
第
六

十
五
首
の
﹁
拜
星
月
慢

乙
未
閏
七
夕
同
梅
龕
賦

﹂︵﹃
篁
園
全
集
﹄
卷
六
︶
と
第
百

四
十
首
の
﹁
慶
春
澤

丁
酉
元
日

﹂︵﹃
篁
園
全
集
﹄
卷
七
︶
だ
け
で
あ
る
。

　
﹁
拜
星
月
慢

乙
未
閏
七
夕
同
梅
龕
賦

﹂
は
天
保
六
年
︵
一
八
三
五
︶、
篁
園
六

十
一
歳
の
作
で
あ
る
。
梅
龕
と
は
篁
園
の
弟
子
の
一
人
日
下
部
夢
香

︵
？
︱
一
八
六
三
︶
の
號
で
あ
る
。
そ
の
年
は
閏
七
月
で
あ
り
、
最
初

の
七
月
七
日
は
大
雨
の
た
め
に
星
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
閏
七
月

の
七
日
に
は
晴
れ
た
と
い
う
。
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野
村
篁
園
の
詞
集
﹃
秋
篷
笛
譜
﹄
に
つ
い
て
︵
陳
︶

　
﹁
慶
春
澤

丁
酉
元
日

﹂
は
天
保
八
年
︵
一
八
三
七
︶
の
一
月
一
日
、
篁
園

六
十
三
歳
の
作
で
あ
る
。
そ
の
日
篁
園
は
微
恙
の
た
め
、
朝
賀
に
參

加
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
心
情
を
述
べ
た
。

　

こ
れ
以
外
の
作
品
は
時
期
を
特
定
す
る
材
料
が
少
な
い
が
、
詞
題

と
本
文
に
含
ま
れ
る
季
節
や
節
日
の
描
寫
な
ど
を
總
合
し
て
推
測
す

る
と
、﹃
秋
篷
笛
譜
﹄
は
年
月
を
追
っ
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
と
見
ら

れ
る
。
た
と
え
ば
、
第
三
首
か
ら
第
五
首
ま
で
の
詞
題
は
﹁
夏
日
永

峰
別
業
招
集
﹂﹁
謝
人
贈
枇
杷
﹂﹁
初
夏
借
遊
谷
墅
二
首
﹂
で
あ
り
、

夏
の
作
品
だ
と
わ
か
る
。
第
二
十
一
首
の
詞
題
﹁
中
秋
梅
巖
蓉
湖
枉

過
、
詞
以
誌
喜
。
用
坡
老
韻
﹂、
第
二
十
二
首
の
詞
題
﹁
觀
楓
﹂、
第

二
十
七
首
の
詞
題
﹁
九
日
登
高
﹂
は
秋
の
作
品
だ
と
わ
か
る
。
次

に
第
三
十
首
の
詞
題
は
﹁
雪
水
煮
茶
﹂、
第
三
十
五
首
は
﹁
暮
春
書

感
﹂、
第
三
十
六
首
は
﹁
櫻
花
﹂
と
冬
か
ら
春
に
、
そ
し
て
第
四
十

三
首
の
詞
題
﹁
觀
競
渡
﹂、
第
四
十
八
首
の
詞
題
﹁
夏
日
游
墨
水
醍

醐
精
舍
﹂
な
ど
か
ら
季
節
が
一
巡
り
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
い
つ
作

ら
れ
た
の
か
判
定
し
に
く
い
題
畫
・
詠
物
な
ど
を
除
い
て
み
る
と
、

贈
答
・
游
賞
な
ど
日
常
を
記
し
た
詞
は
お
お
よ
そ
時
間
順
通
り
で
あ

る
。
前
述
の
第
六
十
五
首
の
﹁
拜
星
月
慢

乙
未
閏
七
夕
同
梅
龕
賦

﹂
と
第
百

四
十
首
の
﹁
慶
春
澤

丁
酉
元
日

﹂
の
間
に
配
置
さ
れ
た
作
品
も
同
じ
く

時
間
順
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
詞
は
篁
園
六
十
一
歳
か
ら
六
十

三
歳
の
間
に
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、﹃
秋
篷
笛
譜
﹄
に
收
め
ら
れ
た
﹁
浪
淘
沙

題
畫

﹂︵
第
八
首
︶

と
﹁
賣
花
聲

春
興

﹂︵
第
五
十
二
首
︶
は
彼
の
詩
詞
集
で
あ
る
﹃
靜
宜
慚

藁
﹄︵﹃
篁
園
全
集
﹄
卷
一
︱
卷
四
︶
の
卷
二
に
も
重
複
し
て
收
め
ら
れ

て
い
る
。
篁
園
は
﹃
靜
宜
慚
藁
﹄
の
卷
二
を
編
纂
す
る
時
點
は
ま
だ

詩
と
詞
を
わ
け
て
お
ら
ず
、
單
獨
に
詞
集
を
編
纂
す
る
豫
定
の
な

か
っ
た
可
能
性
が
高
い
だ
ろ
う
。

　

表
一
は
﹃
靜
宜
慚
藁
﹄
の
詩
題
か
ら
制
作
年
を
推
定
で
き
る
詩
の
一

覽
で
あ
る
。
詩
集
に
登
場
す
る
す
べ
て
の
人
物
を
特
定
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
が
、
そ
れ
で
も
詩
題
と
内
容
か
ら
﹃
靜
宜
慚
藁
﹄
は
お
よ
そ

作
品
の
制
作
さ
れ
た
年
月
順
通
り
に
編
纂
さ
れ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

こ
の
兩
方
を
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、﹁
浪
淘
沙

題
畫

﹂
と
﹁
賣
花

聲
春
興

﹂
は
と
も
に
﹃
靜
宜
慚
藁
﹄
の
卷
二
に
收
め
ら
れ
た
﹁
甲
申
上

元
樂
庵
主
人
六
十
初
度
、
贈
七
言
長
律
二
十
韻
爲
壽
﹂
の
後
、﹁
已

丑
孟
夏
借
賞
林
氏
谷
墅
、
探
得
寒
字
二
首
﹂
の
前
に
配
置
さ
れ
て
い

る
。
甲
申
は
一
八
二
四
年
︵
篁
園
五
十
歳
︶、
已
丑
は
一
八
二
九
年
︵
篁

園
五
十
五
歳
︶
で
あ
る
。
假
に
﹁
浪
淘
沙

題
畫

﹂
と
﹁
賣
花
聲

春
興

﹂
が

制
作
年
に
し
た
が
っ
て
順
に
﹃
靜
宜
慚
藁
﹄
に
收
め
ら
れ
て
い
る
と

す
れ
ば
、﹃
秋
篷
笛
譜
﹄
の
第
八
首
か
ら
第
五
十
二
首
ま
で
は
篁
園

五
十
歳
か
ら
五
十
五
歳
の
間
の
作
品
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
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篁
園
の
年
齢

西
暦

和
暦

詩
題
︵
原
本

順
︶

靜
宜
慚
藁

三
十
七
歳

一
八
一
一

文
化
八
年

送
精
里
先
生

赴
馬
島
接
韓

史︵
ａ
︶ 卷

一

三
十
八
歳

一
八
一
二

文
化
九
年

悼
空
空
翁
三 

十
韻︵
ｂ
︶

四
十
三
歳

一
八
一
七

文
化
十
四
年

精
里
先
生
挽

詩
六
十
八
韻︵
ｃ
︶

四
十
五
歳

一
八
一
九

文
政
二
年

已
卯
中
秋
月

蝕

四
十
八
歳

一
八
二
二

文
政
五
年

送
嶋
公
倫
應

橋
藩
聘
宰
遠

之
相
良
二
首

︵
ｄ
︶

卷
二

五
十
歳

一
八
二
四

文
政
七
年

甲
申
上
元
樂

庵
主
人
六
十

初
度
贈
七
言

長
律
二
十
韻

五
十
五
歳

一
八
二
九

文
政
十
二
年

已
丑
孟
夏
借

賞
林
氏
谷
墅

探
得
寒
字
二

首

五
十
八
歳

一
八
三
二

天
保
三
年

追
輓
田
半
齋

竝
序

︵
ｅ
︶

卷
四

五
十
八
歳

一
八
三
二

天
保
三
年

觀
琉
史
入
都︵
ｆ
︶

表
一　
『
靜
宜
慚
藁
』
所
收
の
作
品
の
中
に
制
作
さ
れ
た
年
を
確
定
で
き
る
「
詩
」

︵
ａ 

︶ 

精
里
先
生
は
古
賀
精
里
︵
一
七
五
〇
︱
一
八
一
七
︶
を
指
す
。

古
賀
精
里
が
對
馬
に
行
き
、
朝
鮮
通
信
使
を
迎
え
た
の
は
文
化
八

年
の
こ
と
な
の
で
、
篁
園
の
こ
の
詩
は
そ
の
年
に
作
ら
れ
た
と
推

測
さ
れ
る
。

︵
ｂ 

︶ 

空
空
翁
、
本
姓
は
兒
玉
、
通
稱
は
喜
太
郎
、
名
は
愼
、
字
は
默

甫
。
文
化
九
年
七
月
二
十
一
日
歿
。
篁
園
の
詩
は
こ
の
頃
に
作
ら

れ
た
と
思
わ
れ
る
。
德
田
武
﹁
篁
園
詩
注
釋
二
首
︱
︱﹁
悼
空
空
翁

三
十
韻
﹂﹁
精
里
先
生
挽
詩
六
十
八
韻
﹂︱
︱
﹂︵﹃
江
戸
漢
學
の
世

界
﹄、
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
〇
年
︶
に
詳
し
い
。

︵
ｃ 

︶ 

古
賀
精
里
の
歿
年
は
一
八
一
七
年
な
の
で
、
篁
園
の
詩
は
そ
の

年
に
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。︵
同
前
注
︶

︵
ｄ 

︶ 

嶋
公
倫
は
小
島
蕉
園
︵
一
七
七
一
︱
一
八
二
六
︶
の
こ
と
指
す
。

文
政
五
年
四
月
、
小
島
蕉
園
が
遠
州
に
赴
任
し
た
際
に
こ
の
詩
が

作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
森
銑
三
﹁
小
島
蕉
園
﹂︵﹃
森
銑
三
著

作
集
﹄
卷
八
、
中
央
公
論
社
、
一
九
七
一
年
︶
を
參
照
。

︵
ｅ 

︶ 

田
半
齋
は
勝
田
半
齋
︵
一
七
八
〇
︱
一
八
三
一
︶
を
指
し
て
い

る
。
篁
園
の
序
文
に
﹁
辛
卯
重
陽
後
一
日
，
友
人
田
半
齋
歿
矣
。

余
欲
裁
詩
哭
之
，
而
眼
枯
腸
斷
，
遂
不
能
成
隻
辭
。
轉
瞬
間
荏
苒

一
期
，
痛
亦
稍
定
，
回
賦
長
律
二
十
六
韻
，
以
供
祥
奠
併
寓
追
悼

之
意
。﹂
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
篁
園
は
傷
心
過
度
の
た
め
、
翌
年
に

よ
う
や
く
こ
の
詩
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。

︵
ｆ 

︶ 

篁
園
の
生
涯
に
お
い
て
琉
球
使
節
が
江
戸
上
り
を
行
っ
た
回
數

は
全
部
で
五
回
あ
る
が
、
篁
園
の
年
齡
と
時
間
か
ら
推
測
す
る
に

こ
こ
は
一
八
三
二
年
が
妥
當
で
あ
ろ
う
。
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以
上
を
ま
と
め
る
と
、﹃
秋
篷
笛
譜
﹄
の
大
部
分
は
中
晩
年
、
特

に
五
十
代
か
ら
六
〇
代
の
作
品
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

三
、
詞
牌
の
種
類
に
つ
い
て

　

篁
園
が
填
詞
に
あ
た
っ
て
使
用
し
た
詞
牌
に
つ
い
て
、
ま
ず
指

摘
す
べ
き
は
そ
の
種
類
の
多
樣
さ
で
あ
る
。﹃
秋
篷
笛
譜
﹄
の
中
で

使
わ
れ
た
詞
牌
は
全
部
で
一
〇
三
種
に
の
ぼ
る︵

　
︶
14

。
字
數
の
少
な
い

小
令
︵﹁
荷
葉
令
﹂﹁
南
歌
子
﹂
な
ど
︶
か
ら
、
最
長
と
言
わ
れ
る
長
調

︵﹁
鶯
啼
序
﹂︶
ま
で
多
岐
に
わ
た
り
、
表
二
の
よ
う
に
、﹁
念
奴
嬌
﹂

や
﹁
漁
歌
子
﹂﹁
好
事
近
﹂
な
ど
を
除
け
ば
、
他
は
ほ
と
ん
ど
が
一

表
二　

野
村
篁
園
が
使
用
し
た
詞
牌
に
つ
い
て
（
１
～
２
首
以
下
省
略
）

⑭⑬⑫⑪⑩⑨⑧⑦⑥⑤④③② ①
鷓
鴣
天

菩
薩
蠻
︵
菩
薩
䰋
︶

疎
影

行
香
子

齊
天
樂
︵
如
此
江
山
、
臺
城
路
︶

摸
魚
兒
︵
摸
魚
子
、
邁
陂
塘
︶

沁
園
春

滿
江
紅

點
絳
脣

臨
江
仙
︵
臨
江
山
︶

水
龍
吟

好
事
近
︵
釣
船
笛
︶

漁
歌
子
︵
漁
家
子
︶

念
奴
嬌
︵
百
字
令
、
壺
中
天
、
酹
江
月
、
百
字
謠
、
淮
甸
春
、

念
奴
橋
、
壺
中
天
慢
、
賽
天
香
︶

詞
牌
︵
他
に
使
わ
れ
た
別
名
︶

3
︵
1.8
％
︶
↓
1

3
︵
1.8
％
︶
↓
2

3
︵
1.8
％
︶

3
︵
1.8
％
︶

3
︵
1.8
％
︶

3
︵
1.8
％
︶

3
︵
1.8
％
︶

3
︵
1.8
％
︶
↓
2

3
︵
1.8
％
︶

4
︵
2.4
％
︶

4
︵
2.4
％
︶

5
︵
3
％
︶
↓
1

7
︵
4.2
％
︶
↓
4

14
︵
8.4
％
︶

數
量
︵
比
率
︶
↓
連
作
除
外

小
令

小
令

長
調

中
調

長
調

長
調

長
調

長
調

小
令

小
令

長
調

小
令

小
令

長
調

小
令︵
～
58
字
︶／
中
調︵
59
～
90
字
︶／
長
調︵
91
字
～
︶
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回
の
み
用
い
ら
れ
た
詞
牌
で
、
そ
の
數
が
七
十
三
種
に
及
ぶ
。
そ
れ

と
、﹁
其
二
﹂﹁
其
三
﹂
な
ど
の
連
作
を
除
く
と
、
小
令
の
詞
牌
が
繰

り
返
し
に
使
用
さ
れ
る
回
數
は
目
に
見
え
て
減
る
。
た
と
え
ば
﹁
漁

歌
子
﹂﹁
好
事
近
﹂
が
表
二
で
は
第
二
位
と
第
三
位
だ
っ
た
が
、
連

作
を
除
く
と
そ
れ
ぞ
れ
四
首
、
一
首
と
な
る
。
そ
の
代
わ
り
に
、
長

調
の
多
作
が
目
立
っ
て
く
る
。
小
令
よ
り
長
調
の
方
が
填
詞
の
困
難

さ
は
増
す
の
で
、
篁
園
が
填
詞
に
對
し
て
極
め
て
意
欲
的
で
あ
っ
た

こ
と
、
ま
た
填
詞
に
本
格
的
に
取
り
組
も
う
と
し
て
い
た
こ
と
を
物

語
っ
て
い
る
。

　

特
に
﹁
鶯
啼
序
﹂
と
い
う
詞
牌
は
二
百
四
十
字
も
あ
り
、
長
さ
に

よ
っ
て
前
後
四
段
の
文
脈
の
繋
が
り
が
散
漫
に
な
り
や
す
く
、
他
に

句
の
構
造
も
韻
の
踏
み
方
も
高
い
レ
ベ
ル
の
作
詞
能
力
を
必
要
と
さ

れ
、
長
調
の
中
で
も
一
番
難
し
い
と
言
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る︵

　
︶
15

。

歴
代
の
詞
人
た
ち
が
こ
の
詞
牌
を
試
み
る
の
は
己
の
填
詞
能
力
を
示

せ
る
意
味
合
い
が
あ
っ
た
。篁
園
が
こ
の
詞
牌
に
挑
戰
し
た
こ
と
も
、

篁
園
の
填
詞
に
對
す
る
強
い
意
欲
を
推
し
量
れ
る
材
料
で
あ
る
。

　

ま
た
、
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
篁
園
が
姜
白
石
の
自
度
曲
、﹁
疎

影
﹂
を
三
回
も
作
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
三
首
と
も
詠
物
詞

で
、
そ
の
う
ち
の
一
首
は
姜
白
石
と
同
じ
く
詠
梅
詞
で
あ
る
。
こ
れ

に
よ
っ
て
填
詞
に
お
い
て
篁
園
は
か
な
り
姜
白
石
を
意
識
し
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る︵

　
︶
16

。

四
、
填
詞
の
手
本
と
し
た
も
の

　

田
能
村
竹
田
は
日
本
初
の
填
詞
專
門
書
﹃
填
詞
圖
譜
﹄
を
著
し
、

そ
の
﹁
填
詞
總
論
﹂ 

に
お
い
て
、
日
本
に
お
け
る
詞
作
の
少
な
さ
に

つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
考
察
し
て
い
る
。

⋮
⋮
其
の
縁
因
を
考
え
て
る
に
三
有
り
。
一
、
詞
句
の
作
、
短

長
多
少
の
別
有
り
、
詩
と
比
ぶ
る
に
非
ず
。
二
、
作
詞
用
韻
、

須
ら
く
平
仄
を
工
み
に
す
べ
し
、
稍や

や

も
差さ

訛か

有
れ
ば
、
即
ち
笑

柄
と
爲
り
。
三
、
文
人
學
子
、
眞
に
能
く
心
を
悉
し
て
研
究
す

る
者
極
め
て
少
し
、
此
に
因
っ
て
竟
に
缺
如
に
付
す︵

　
︶
17

。

　

竹
田
は
詞
の
作
例
が
少
な
い
原
因
を
三
つ
に
ま
と
め
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
そ
の
原
因
の
第
一
は
詞
の
句
に
は
長
短
の
違
い
が
あ
り
、
詩
と

同
じ
よ
う
に
は
い
か
な
い
こ
と
。
第
二
は
作
詞
や
韻
を
踏
む
時
、
平

仄
を
き
っ
ち
り
合
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
。
少
し
で
も
間
違
っ
た
ら
、

笑
い
者
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
。
第
三
は
文
人
た
ち
の
中
で
は
、
本
當

に
詞
を
細
か
く
研
究
し
て
い
る
も
の
は
極
め
て
少
な
い
こ
と
の
三
點
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
日
本
の
詞
は
ほ
ぼ
な
か
っ
た
と
結
論
づ
け
た
。
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こ
う
し
た
中
で
、
竹
田
と
同
じ
時
代
に
生
き
た
篁
園
は
百
六
十
六

首
の
詞
を
作
っ
て
お
り
、
異
例
と
も
言
え
る
ほ
ど
の
質
と
量
で
あ

る
。
で
は
、
篁
園
は
ど
の
よ
う
に
し
て
詞
を
作
っ
た
の
か
。
當
時
の

江
戸
で
填
詞
に
つ
い
て
指
導
で
き
る
ほ
ど
の
先
賢
が
い
た
形
跡
は
見

受
け
ら
れ
な
い
。
お
そ
ら
く
、
篁
園
は
當
時
見
る
こ
と
の
で
き
た
中

國
の
詞
書
な
ど
を
手
本
と
し
て
自
ら
研
鑽
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

五
山
文
學
が
榮
え
て
い
た
鎌
倉
時
代
末
期
か
ら
室
町
時
代
で
は
、

﹃
花
間
集
﹄
や
﹃
東
坡
長
短
句
﹄﹃
中
州
樂
府
﹄
な
ど
中
國
の
文
人

の
詞
を
收
め
た
書
籍
が
す
で
に
日
本
の
禪
僧
の
間
に
讀
ま
れ
て
い

た︵
　
︶
18

。
ま
た
、
填
詞
に
つ
い
て
言
及
し
た
書
物
、
た
と
え
ば
﹃
詩
人

玉
屑
﹄
も
五
山
版
が
あ
り
、
江
戸
時
代
以
前
の
漢
文
學
者
は
填
詞

に
對
し
て
一
定
の
知
識
が
あ
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。 

し
か
し
、

作
品
と
し
て
は
、
龍
山
德
見
︵
一
二
八
四
︱
一
三
五
七
︶
や
中
巖
圓
月

︵
一
三
〇
〇
︱
一
三
七
五
︶
の
よ
う
な
元
に
渡
っ
た
僧
侶
が
そ
れ
ぞ
れ

一
首
が
殘
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る︵

　
︶
19

。

　

江
戸
時
代
に
入
る
と
、
ま
ず
は
林
羅
山
を
始
め
と
し
た
林
家
一
門

が
填
詞
に
對
し
て
興
味
を
示
し
、
僅
か
な
が
ら
詞
の
作
品
を
作
っ

た
。
林
讀
耕
齋
は
﹃
花
間
集
﹄
の
た
め
に
跋
文
を
書
き
、
林
梅
洞
は

朱
舜
水
に
﹃
花
間
集
﹄
と
﹃
草
堂
詩
餘
﹄
に
つ
い
て
聞
い
た
記
録
も

殘
さ
れ
て
い
る︵

　
︶
20

。

︵
林
梅
洞
︶
問
﹁﹃
花
間
集
﹄
及
び
﹃
草
堂
詩
餘
﹄、
凡
そ
近
世
の

樂
府
、
悉

こ
と
ご
と皆

絲
竹
に
協
ふ
か
？
﹂

︵
朱
舜
水
︶
答
﹁
樂
府
は
固も

と

よ
り
絲
竹
に
協
ふ
。﹃
草
堂
詩
餘
﹄

に
陰
陽
平
仄
の
譜
有
り
、
蓋
し
以
っ
て
絲
竹
に
比
え
て
之
れ
を

爲
す
な
り︵

　
︶
21

。﹂

　

こ
れ
に
よ
っ
て
、
當
時
の
一
部
の
漢
學
者
が
﹃
花
間
集
﹄
や
﹃
草

堂
詩
餘
﹄
な
ど
の
書
物
に
通
し
て
填
詞
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
こ
と

が
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
日
本
人
に
と
っ
て
、
詞
の
音
樂
性
は
書

物
か
ら
だ
け
で
は
な
か
な
か
得
ら
れ
な
い
情
報
で
あ
る
の
で
、
一
番

氣
に
な
る
と
こ
ろ
で
も
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
﹃
花
間
集
﹄
や
﹃
草
堂
詩
餘
﹄
な
ど
の
書
籍
を
讀
ん
で
、
詞
と
い

う
文
體
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
る
と
し
て
も
、
詞
集
や
斷
片
的
な

情
報
し
か
な
い
詞
話
な
ど
だ
け
で
、
日
本
人
が
填
詞
を
試
み
る
の
は

極
め
て
難
し
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
實
際
、
十
八
世
紀
中
盤
ま
で
填
詞

を
試
み
た
漢
學
者
は
寥
々
た
る
も
の
で
あ
っ
た
の
も
、
理
由
の
な
い

こ
と
で
は
な
い
。

　

と
こ
ろ
が
、
中
國
で
は
清
代
は
﹁
詞
學
の
中
興
時
代
﹂
と
言
わ
れ

る
よ
う
に
、
詞
譜
、
詞
集
、
詞
話
な
ど
、
詞
に
關
す
る
本
が
多
く
書

か
れ
た
。
そ
れ
ら
の
書
物
が
日
本
に
輸
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
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事
情
は
大
き
く
變
化
す
る
。
甲
申
︵
一
七
六
四
︶
年
の
朝
鮮
通
信
使

李
曮
︵
一
七
一
九
︱
一
七
七
七
︶
は
﹃
海
槎
日
記
﹄
の
中
で
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

蓋
し
聞
く
、
長
崎
島
が
通
船
し
た
後
、
中
國
の
文
籍
多
く
流
入

す
る
者
有
り
。
其
の
中
に
志
有
る
者
は
漸
く
文
翰
に
趨
き
、
戊

辰
︵
一
七
四
八
︶
の
酬
唱
に
比
ぶ
れ
ば
頗
る
勝
る
と
云
ふ︵

　
︶
22

。

　

こ
れ
は
漢
詩
の
唱
和
に
つ
い
て
の
評
價
で
は
あ
る
が
、
書
物
の
輸
入

に
よ
る
日
本
漢
學
の
飛
躍
的
な
成
長
は
他
國
の
人
間
か
ら
見
て
も
確

か
な
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
も
一
種
の
傍
證
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

野
村
篁
園
の
出
身
は
下
級
旗
本
で
あ
る
た
め
、
財
力
は
甚
だ
乏
し

く
、
和
刻
本
も
な
く
、
人
氣
が
あ
る
と
は
言
い
が
た
い
詞
の
關
連
書

籍
を
た
く
さ
ん
手
に
入
れ
る
の
は
確
か
に
難
し
か
っ
た
。
し
か
し
、

篁
園
は
二
十
五
歳
の
時
に
昌
平
坂
學
問
所
の
試
驗
に
及
第
し︵

　
︶
23

、
そ

れ
以
降
昌
平
坂
學
問
所
の
藏
書
に
觸
れ
る
環
境
が
で
き
た
。
特
に
主

に
五
十
歳
以
降
の
作
品
を
收
め
て
い
る
と
思
わ
れ
る
﹃
秋
篷
笛
譜
﹄

に
つ
い
て
、
そ
の
頃
の
篁
園
は
す
で
に
儒
者
見
習
を
經
て
儒
者
に
進

み
、
昌
平
坂
學
問
所
の
書
物
を
大
量
に
借
り
出
す
資
格
を
持
っ
て
い

た
。﹁
書
籍
借
覽
規
例
﹂︵﹃
日
本
教
育
史
資
料
﹄
卷
七
所
收

︵
　
︶
24

︶
に
は
次

の
よ
う
な
記
録
が
あ
る
。

　

覺
御
書
籍
拜
借
部
數
元
定

　

御
儒
者
十
部
御
役
宅
住
居
之
者
は
十
五
部
迄
但
五
拾
册
以

上
之
品
は
貳
部
之
積
り
百
册
以
上
は
三
部
之
積
候
事

　

御
達
書
之
趣
致
承
知
候
已
上
古
賀
小
太
郎
、
野
村
兵
藏
、

杉
原
平
助
、
佐
藤
捨
藏

出
役
五
部
御
用
見
合
の
品
は
部
數
の
外
に
候
事
但
し
前
同
斷

　

御
達
書
之
趣
承
知
仕
候
松
崎
滿
太
郎
、
新
井
忠
次
郎
、
鈴

木
孫
兵
衞
、
松
平
謹
次
郎
、
小
林
榮
太
郎
、
友
野
權
助
、
木
村

金
平
、
乙
骨
彦
四
朗

寄
宿
人
頭
取
五
部
寄
宿
人
三
部

　

御
達
書
之
趣
承
知
仕
候
岡
本
信
太
郎
、
平
岡
圓
四
郎
、
淺

井
勇
三
郎

通
稽
古
人
二
部

　

御
達
書
之
趣
承
知
仕
候
通
稽
古
人
元
極
貳
部
拜
借
の
處
五
拾

册
以
上
貳
部
の
積
り
相
成
候
て
は
差
支
の
筋
御
座
候
間
可
相
成
候

は
ば
通
稽
古
人
の
方
は
是
迄
の
通
り
相
心
得
候
樣
仕
度
奉
存
候

　
　

寅
十
月　
　

世
話
心
得
井
戸
鐵
太
郎
、
同
介
奧
村
季
五
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郎
、
依
田
克
之
丞

　

調
所
出
役
貳
部
但
前
同
斷
組
頭
三
部
勤
番
貳
部
下
番
壹

部
但
し
下
番
は
五
十
册
以
上
の
品
兩
度
に
拜
借
候
事

書
生
寮
舍
長
五
部
掛
役
四
部 

書
生
三
部
但
前
同
斷

右
之
通
可
相
心
候
︵
寅
十
月
︶

　
［
追
加
］
御
書
籍
宅
下
け
の
定

一
學
問
所
出
役
は
三
部
通
稽
古
人
世
話
役
貳
部
同
助
壹
部
た
る

へ
く
候
事

一
調
所
出
役
は
宅
下
け
不
相
成
候
編
集
等
の
儀
有
之
候
節
は
伺

の
上
別
段
た
る
へ
く
候
事

一
組
頭
貳
部
勤
番
は
壹
部
下
番
は
宅
下
け
不
相
成
候
事

一
寄
宿
稽
古
人
通
稽
古
人
と
も
會
讀
輪
講
等
に
て
見
合
候
品
は

申
合
に
て
兩
三
部
も
惣
體
の
拜
借
に
致
し
頭
取
世
話
役
の
者
取

扱
候
て
不
苦
候

右
之
分
は
拜
借
部
數
の
外
に
候
事

　

こ
の
資
料
は
天
保
十
三
年
︵
一
八
四
二
︶
の
も
の
で
、
こ
の
時
、

篁
園
は
六
十
八
歳
で
あ
る
。
儒
者
の
貸
し
出
し
で
き
る
部
數
を
明
記

し
て
い
る
た
め
、
當
時
儒
者
で
あ
っ
た
篁
園
は
少
な
く
と
も
十
部
の

漢
籍
を
同
時
に
借
り
出
せ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
會
讀
輪
講
な

ど
授
業
の
た
め
に
、
そ
れ
と
は
別
に
二
三
部
を
借
り
出
す
こ
と
も
可

能
で
あ
り
、
篁
園
は
昌
平
黌
が
所
藏
し
て
い
た
漢
籍
を
十
分
に
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

で
は
、
實
際
篁
園
が
填
詞
に
あ
た
っ
て
ど
う
い
う
書
物
を
依
據
と

し
て
使
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
、
具
體
的
に
ど
の
よ
う
な
詞
の
關
連
書
籍
が
輸
入
さ
れ
た
の

か
に
つ
い
て
は
、
江
戸
期
の
唐
船
が
持
っ
て
き
た
書
物
を
調
査
し
た

大
庭
修
﹃
江
戸
時
代
に
お
け
る
唐
船
持
渡
書
の
研
究
﹄
に
よ
っ
て
、

そ
の
概
略
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
表
三
は
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
、

唐
船
持
渡
書
の
中
か
ら
詞
と
關
連
す
る
書
物
を
竝
べ
て
、
現
在
内
閣

文
庫
に
收
藏
さ
れ
る
書
籍
と
﹃
昌
平
志
﹄
卷
四
の
﹁
經
籍
志︵

　
︶
25

﹂
と
照

ら
し
合
わ
せ
た
結
果
を
表
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
の
多
く
の

書
物
が
昌
平
坂
學
問
所
に
收
藏
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　

豐
後
佐
伯
藩
主
毛
利
高
標
獻
上
本
は
文
政
十
年
︵
一
八
二
七
︶
幕

府
に
獻
上
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
時
篁
園
は
ま
だ
五
十
三
歳
で
あ

り
、
そ
れ
ら
の
書
物
を
讀
ん
だ
可
能
性
も
あ
る
の
で
、
昌
平
坂
學
問

所
舊
藏
本
と
併
せ
て
お
い
た
。
ま
た
、
紅
葉
山
文
庫
も
幕
府
の
學
者

に
は
貸
し
出
し
を
許
可
し
て
い
る
。
篁
園
の
詩
友
の
一
人
で
あ
る
勝

田
半
齋
は
當
時
ま
さ
に
幕
府
の
書
物
奉
行
で
あ
っ
た
の
で
、
便
宜
を

計
ら
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
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表三　江戸時代長崎から輸入された詞書と昌平黌の藏書（個人の詞集、全集を除く）

書名 內閣文庫所蔵 『昌平志』巻四「経籍誌」
の記録（一八一八年）

長崎から輸入された記録の
ある年

冬白堂詞選 なし なし 元祿七年（一六九四）
嘯餘譜 1． 明萬曆四十七年（一六一九）

序刊本二（旧蔵林羅山、紅
葉山文庫）

2． 清康熙元年（一六六二）序
刊本一（豊後佐伯藩主毛利
高標献上本）

嘯餘譜一〇本 １．元祿十五年（一七〇二）
２．天保十一年（一八四〇）

花間集 明嘉慶刊本一（旧蔵昌平坂學
問所）

享保十年（一七二五）

草堂詩餘 明刊本一（旧蔵昌平坂學問所）草堂詩餘二本 1．享保十三年（一七三三）
2．寶曆四年（一七五四）

詞學全書 清乾隆十一年（一七四六）序
刊本一（旧蔵昌平坂學問所）

詞學全書八本 1．元祿七年（一六九四）
2．享保二十年（一七三五）
3．寶曆四年（一七五四）

詞苑叢談 寫本一（豊後佐伯藩主毛利高
標献上本）

寶曆四年（一七五四）

詩詞雜俎 明刊本一（旧蔵林羅山） 詩詞雜俎八本 1．寶曆四年（一七五四）
2．寶曆九年（一七五九）

詞綜 清刊本一（旧蔵林家（大學頭）詞綜一二本 天明二年（一七八二）
詞律 清乾隆二十六年（一七六一）

序刊本一（旧蔵昌平坂學問所）
詞律一〇本 1．寶曆四年（一七五四）

2．天明二年（一七八二）
宋名家詞 汲古閣明刊本二（豊後佐伯藩

主毛利高標献上本一、紅葉山
文庫旧蔵本一）

明和二年（一七六五）

詞潔 清刊本一（豊後佐伯藩主毛利
高標献上本）

1．安永元年（一七七二）
2．文化四年（一八〇七）

古今詞選 清康熙五十五（一七一六）年
刊本二（旧蔵昌平坂學問所、 豊
後佐伯藩主毛利高標献上本）

1．天明二年（一七八二）
2．天明三年（一七八三）

古今詞話 清康熙二十二年刊本（豊後佐
伯藩主毛利高標献上本）

天明二年（一七八二）
天明三年（一七八三）

詞苑英華 汲古閣明刊本一（旧蔵昌平坂
學問所）

詞苑英華十六本 1．天明二年（一七八二）
2．天明三年（一七八三）
3．寬政十一年（一七九九）
4．寬政十二年（一八〇〇）

御選歷代詩餘 清刊本一（旧蔵昌平坂學問所） 天明二年（一七八二）
國朝詞雅 清嘉慶三年序刊本（旧蔵昌平

坂學問所）
享和二年（一八〇二）

國朝詞綜 清刊本一（旧蔵昌平坂學問所）
詞學叢書 嘉永元年（一八四八）
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さ
ら
に
、
唐
船
持
渡
書
以
外
に
朝
鮮
か
ら
陸
路
輸
送
に
よ
っ
て

入
っ
て
き
た
書
籍
や
江
戸
以
前
か
ら
日
本
に
輸
入
さ
れ
た
書
籍
な
ど

他
の
ル
ー
ト
を
考
え
る
と
、
篁
園
は
こ
れ
ら
の
書
籍
以
外
に
も
多
く

讀
ん
だ
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

　

た
と
え
ば
、
篁
園
の
孫
弟
子
に
あ
た
る
淺
野
梅
堂︵

　
︶
26

は
﹃
寒
檠
璅

綴︵
　
︶
27

﹄
の
中
で
、

詩
餘
ニ
ハ
歴
代
詩
餘
・
昭
代
詞
選
・
朱
竹
垞
ノ
詞
綜
・
萬
紅
友

詞
律
ナ
ト
填
詞
ノ
便
ニ
ナ
ル
者
ナ
リ

と
記
し
て
い
る
。﹃
昭
代
詞
選
﹄
が
幕
府
の
學
問
所
に
あ
っ
た
か
否

か
は
不
明
で
あ
る
が
、
他
の
三
部
は
確
か
に
﹁
經
籍
誌
﹂
に
記
録
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
記
述
に
よ
り
、
篁
園
を
中
心
と
す
る
昌
平
黌
一
派

の
人
々
が
讀
ん
で
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
特
に

こ
れ
ら
の
書
物
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
﹃
歴
代
詩
餘
﹄
は
清
の
沈
辰
垣
が
康
煕
四
十
六
年
︵
一
七
〇
七
︶
に
勅

命
を
受
け
て
編
纂
し
た
詞
集
で
あ
る
。
唐
か
ら
明
の
詞
を
集
め
、
凡
そ

千
五
百
四
十
調
、
九
千
首
あ
ま
り
、
百
卷
に
分
け
ら
れ
、
ま
た
詞
人

姓
氏
十
卷
と
詞
話
十
卷
が
あ
り
、
全
部
合
わ
せ
て
百
二
十
卷
で
あ
る
。

　
﹃
昭
代
詞
選
﹄
は
清
の
蔣
重
光
が
編
纂
し
た
清
人
に
よ
る
清
詞
の

選
集
で
あ
り
、
順
治
か
ら
乾
隆
中
期
ま
で
の
作
品
を
收
め
て
い
る
。

全
部
で
三
十
八
卷
が
あ
る
。

　
﹃
詞
綜
﹄
は
清
の
朱
彝
尊
と
汪
森
が
編
纂
し
、
唐
か
ら
金
、
元
ま

で
の
詞
作
を
集
め
、
宋
と
元
人
の
評
語
を
つ
け
た
詞
集
で
あ
る
。
朱

彝
尊
と
汪
森
は
浙
西
詞
派
の
中
心
人
物
で
あ
り
、﹃
詞
綜
﹄
も
浙
西

詞
派
の
主
張
を
如
實
に
反
映
し
、
姜
白
石
と
張
炎
、
史
達
祖
を
極
め

て
推
尊
し
、
多
く
の
雅
詞
を
選
入
し
た
。

　
﹃
詞
律
﹄
は
清
の
萬
樹
が
撰
し
た
詞
譜
で
あ
る
。
六
百
六
十
調
千

百
八
十
體
を
收
め
、
全
部
で
二
〇
卷
が
あ
る
。
萬
樹
は
音
樂
に
精
通

し
、
雜
劇
や
傳
奇
を
多
く
作
っ
た
。
當
時
の
詞
律
が
亂
れ
て
い
る
の

を
正
す
た
め
に
﹃
詞
律
﹄
を
書
き
上
げ
、
近
代
に
お
け
る
一
番
信
憑

性
高
い
詞
譜
と
し
て
流
通
し
た
。

　

以
上
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
篁
園
は
唐
代
か
ら
そ
の
時
代
ま
で
の

ほ
ぼ
全
世
代
に
わ
た
っ
て
か
な
り
豐
富
な
詞
の
作
品
を
見
る
こ
と
が

で
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。
と
こ
ろ
が
、
表
三
に
示
し
た
通
り
、
昌
平

坂
學
問
所
に
は
さ
ら
に
こ
れ
以
外
に
も
多
く
の
詞
書
が
所
藏
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
中
で
淺
野
梅
堂
が
こ
の
四
つ
を
あ
げ
た
の
は
や
は
り
意

味
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
四
つ
の
詞
書
の
中
で
、
明
確
な
流

派
的
特
徴
を
備
え
て
い
る
の
は
﹃
詞
綜
﹄
を
編
纂
し
た
朱
彝
尊
と
汪

森
で
あ
る
。
朱
彝
尊
は
﹁
詞
綜
發
凡
﹂
の
中
で
次
の
よ
う
に
﹃
草
堂
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詩
餘
﹄
を
批
判
し
て
い
る
。

獨
り
﹃
草
堂
詩
餘
﹄
所
收
は
最
も
下
に
し
て
、
最
も
傳
わ
り
、

三
百
年
來
、
學
者
は
こ
れ
を
守
り
て
﹃
兔
園
册
﹄
と
爲
し
、
詞
の

不
振
に
惑
う
無
し
。︵
中
略
︶
填
詞
の
最
も
雅
な
る
も
の
は
、
石

帚
よ
り
過
る
も
の
無
し
。﹃
草
堂
詩
餘
﹄
は
其
の
隻
字
を
登
せ
ず
、

胡
浩
然
の
﹁
立
春
﹂﹁
吉
席
﹂
の
作
、
蜜
殊
の
﹁
詠
桂
﹂
の
章
を

見
る
に
、
亟

し
ば
し
ば卷

中
に
收
む
、
目
無
き
者
と
謂
う
べ
き
な
り︵

　
︶
28

。

　
﹃
草
堂
詩
餘
﹄
は
明
代
に
最
も
流
行
し
た
詞
の
選
本
で
あ
る
が
、

そ
も
そ
も
宋
代
の
民
間
で
活
動
し
て
る
説
話
の
藝
人
、
歌
女
や
妓
女

の
た
め
に
編
纂
し
た
通
俗
的
な
詞
集
で
あ
り
、
作
品
の
文
字
や
作
者

に
誤
り
が
多
い
。
ま
た
時
と
場
合
に
よ
る
分
類
は
さ
れ
て
い
る
が
、

し
ば
し
ば
原
詞
の
意
味
を
取
違
え
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
で
も
汎

用
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、
廣
く
流
通
し
た
ま
で
で
あ
る
。
從
っ
て
、

﹃
草
堂
詩
餘
﹄
は
朱
彝
尊
一
派
が
求
め
て
い
る
﹁
雅
﹂
と
は
ほ
ど
遠

い
も
の
で
あ
っ
た
。

　

篁
園
は
、
日
下
部
夢
香
の
詞
集
﹃
査
軒
集
﹄
の
た
め
に
﹁
序
﹂
を

書
き
、
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

⋮
⋮
﹃
草
堂
﹄
の
陋
習
の
多
さ
を
笑
い
、﹃
蘭
畹
﹄
の
佳
篇
の

少
さ
を
憾
む
。
格
を
碧
山
に
追
い
、
蹤あ

と

を
白
石
に
繼
ぐ︵

　
︶
29

。
⋮
⋮

　
﹁
草
堂
﹂
は
も
ち
ろ
ん
﹃
草
堂
詩
餘
﹄
を
指
し
て
い
る
。﹁
蘭
畹
﹂

は
南
唐
の
詞
集
﹃
蘭
畹
曲
集
﹄
だ
が
、
今
は
す
で
に
佚
書
に
な
っ
て

い
る
。
成
立
時
代
は
﹃
花
間
集
﹄
よ
り
少
し
遲
い
が
、
詞
風
は
﹃
花

間
集
﹄
と
同
じ
系
統
で
あ
る
。﹁
碧
山
﹂
は
南
宋
王
沂
孫
の
號
で
、

﹁
白
石
﹂
は
同
じ
く
南
宋
の
姜
白
石
を
指
し
て
い
る
。
二
人
と
も
雅

詞
派
の
代
表
的
な
人
物
で
あ
る
。
篁
園
は
﹃
草
堂
詩
餘
﹄
を
批
判

し
、﹃
蘭
畹
曲
集
﹄
の
よ
う
な
花
間
詞
風
は
良
作
が
少
な
い
と
嘆
い

て
い
る
。
篁
園
が
理
想
と
し
て
い
る
の
は
王
沂
孫
や
姜
白
石
の
よ
う

な
詞
風
で
あ
る
。
前
節
に
も
言
及
し
た
が
、
篁
園
が
﹁
疎
影
﹂
と
い

う
詞
牌
を
三
回
も
填
詞
し
た
の
は
こ
の
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

淺
野
梅
堂
が
﹃
花
間
集
﹄
や
﹃
草
堂
詩
餘
﹄
の
よ
う
な
日
本
で
も

昔
か
ら
多
く
流
通
し
て
い
る
書
物
を
あ
げ
な
い
の
は
、
野
村
篁
園
を

中
心
と
す
る
昌
平
黌
一
派
の
人
々
が
朱
彝
尊
一
派
の
文
學
觀
に
影
響

さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
書
物
に
は
和
刻
本
が
な
い
こ
と
か
ら
、
廣
く
流
通

し
た
書
物
と
は
い
え
な
い
。
日
本
に
お
け
る
詞
を
作
る
こ
と
は
あ
く
ま

で
少
數
人
の
間
で
流
行
し
て
い
た
趣
味
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
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五
、
題
材
と
作
ら
れ
た
場
に
つ
い
て

　

日
本
の
和
歌
や
俳
句
が
歌
會
や
句
會
な
ど
で
、
あ
る
い
は
行
游
の

と
き
に
作
ら
れ
る
こ
と
で
﹁
場
の
文
學
﹂
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る

よ
う
に
、
中
國
の
詞
も
ま
た
﹁
場
の
文
學
﹂
で
あ
り
、
詩
と
較
べ
る

と
よ
り
強
い
社
交
性
を
持
っ
て
い
る
。
し
か
も
詞
は
樂
曲
が
伴
う
こ

と
か
ら
、
さ
ら
に
﹁
場
﹂
の
意
味
が
大
き
い
。

　

日
本
で
は
詞
の
作
者
が
極
め
て
少
な
い
こ
と
か
ら
詞
の
音
樂
性
も

社
交
性
も
機
能
し
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
篁
園
は
な
ぜ
﹁
場
の
文
學
﹂
で
あ
る
詞
を
多
作
す
る
こ
と
が
で

き
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

詞
が
作
ら
れ
る
﹁
場
﹂
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、
ま
ず
三
つ
に

分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
㈠
宴
席
・
行
游
の
よ
う
な
集

ま
り
の
中
で
。
㈡
贈
答
の
よ
う
な
一
對
一
の
關
係
で
。
㈢
獨
詠
の

よ
う
な
一
人
で
い
る
時
で
あ
る
。
以
下
は
、
篁
園
の
詞
の
う
ち
に
、

詞
題
や
内
容
か
ら
明
確
に
判
斷
で
き
る
作
品
を
こ
の
三
つ
の
状
況
に

分
類
し
て
舉
げ
て
み
る
。

㈠
の
場
合
に
屬
す
る
と
思
わ
れ
る
作
品　

三
十
八
首

○
折
桂
令

夏
日
永
峰
別
業
招
集

○
滿
江
紅

初
夏
借
遊
谷
墅
二
首

○
水
調
歌
頭
中

秋
梅
巖
蓉
湖
枉
過
、
詞
以
誌
喜
。
用
坡
老
韻

○
琵
琶
仙

聽
清
川
道
人
彈
琵
琶

○
滿
庭
芳

九
日
登
高

○
燭
影
搖
紅

夢
香
書
屋
。
詠
芍
藥
花

○
南
歌
子

夢
香
書
屋
雨
集
。
分
韻

○
漁
歌
子

題
清
風
閣
。
集
句

○
玉
簟
涼

夏
日
游
墨
水
醍
醐
精
舍

○
臨
江
仙

五
日
窺
綠
閣
招
飮
。
分
得
眞
韻

○
石
湖
仙

夏
日
遊
筱
池

○
綠
頭
鴨

墨
水
秋
遊

○
邁
陂
塘

査
軒
招
同
翠
巖
練
塘
、
遊
墨
水
圓
德
寺
。
席
上
分
韻
、
各
填
此
闋
。
時
仲
商
初
九
也

○
念
奴
嬌

中
秋
翠
巖
查
軒
霞
舟
過
訪
、
同
賦
此
闋

○
如
此
江
山
晚
秋
遊
蟹
波
村

○
扁
舟
尋
舊
約

梅
巖
築
舍
鹿
濱
、
邀
于
同
賦
、
分
得
隨
字

○
酹
江
月

暮
秋
梅
龕
招
同
子
遊
鹿
濱
吟
築
、
各
賦
此
解

○
夢
江
南

秋
日
遊
瀧
川
二
首

○
行
香
子

梅
花
。
同
諸
子
賦

○
魚
游
春
水

暮
春
遊
鹿
濱
吟
舍
。
分
韻

○
酷
相
思

墨
水
春
遊
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○
一
剪
梅

春
日
遊
蟹
村

○
探
春
慢

除
夜
梅
堂
枉
存
同
填
此
調

○
百
字
謠

南
鄰
玉
蘭
盛
開
、
乞
一
枝
以
插
瓶
、
同
査
軒
賦

○
剔
銀
燈

雨
夕
査
軒
枉
存
、
同
填
此
調
。
剪
淞
亭
在
鹿
濱
、
査
軒
遊
憩
處
也

○
拜
星
月
慢

乙
未
閏
七
夕
。
同
梅
龕
賦

○
霜
天
曉
角

仲
秋
念
八
、
偕
梅
堂
重
遊
墨
水
圓
德
精
舍

○
百
字
令

初
冬
同
査
軒
遊
梅
林
菴

○
念
奴
橋

春
日
過
子
繘
溪
莊
觀
梅
同
査
軒
賦

○
一
萼
紅

盆
中
牡
丹
著
花
、
邀
碧
筠
同
賦

○
鞓
紅

牡
丹
盛
放
、
同
査
軒
崑
岡
裕
堂
分
韻
填
此
闋

○
壺
中
天
慢

清
水
谷
園
亭
賞
藤
花

○
定
風
波

秋
晴
分
韻

○
菩
薩
䰋

早
春
樂
山
堂
看
梅

○
臨
江
仙

同
査
軒
重
過
樂
山
堂
賞
梅
、
席
上
分
韻
、
各
填
此
闋

○
蝶
戀
花

夢
香
書
屋
。
詠
白
牡
丹

㈡
の
場
合
に
屬
す
る
と
思
わ
れ
る
作
品　

八
首

○
南
郷
子

謝
人
贈
枇
杷

○
百
字
令

危
峰
石
。
爲
阿
晴
嶠
賦

○
壺
中
天

秋
蘆
畫
扇
。
松
陰
索
賦

○
馬
家
春
慢

述
懷
寄
友

○
春
光
好

詠
子
規
。
送
人
西
征

○
洞
仙
歌

夏
夜
。
次
霞
舟
韻

○
傾
杯
樂

仲
秋
念
七
。
對
雪
憶
鹿
濱
。
因
賦
此
闋
柬
查
軒
。
併
索
和
叶
。

○
疎
影

爲
吉
田
生
題
柳
陰
晚
歸
圖

㈢
の
場
合
に
屬
す
る
と
思
わ
れ
る
作
品　

十
三
首

○
沁
園
春

豫
嘗
愛
穋
田
之
勝
、
欲
買
一
區
以
供
娛
老
而
未
果
、
詞
以
誌
憾

○
祝
英
臺

近
暮
春
書
感

○
愁
春
未
醒

初
夏
偶
述
。
適
崝
兒
于
役
京
城
、
故
結
末
及
之

○
踏
莎
行

春
日
偶
成

○
風
入
松

夏
日
憶
淨
淥
亭

○
龍
山
會

重
陽
書
感
。
適
崝
兒
西
役
未
歸

○
醉
蓬
萊

人
日
偶
成

○
行
香
子

春
日
偶
興

○
鶯
啼
序

夏
日
園
居
雜
述

○
沁
園
春

夏
日
閑
居

○
鳳
凰
臺
上
憶
吹
簫

秋
夕
哭
亡
妹

○
漁
家
傲

秋
日
書
懷

○
青
玉
案

暮
春
書
感
。
用
賀
方
回
韻
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詞
作
の
數
は
、
㈠
の
贈
答
の
作
が
多
く
、
詞
題
を
見
る
と
、﹁
分

韻
﹂﹁
各
填
此
闋
﹂﹁
席
上
分
韻
﹂﹁
同
賦
此
闋
﹂﹁
各
賦
此
解
﹂﹁
同
填

此
調
﹂
な
ど
、
明
ら
か
に
詩
︵
詞
︶
會
の
よ
う
な
集
ま
り
の
中
で
作

ら
れ
た
詞
が
多
く
を
占
め
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
詞
題
に
同
じ

地
名
や
名
前
が
何
回
も
出
で
る
こ
と
か
ら
、
篁
園
は
主
に
日
下
部
夢

香
、
友
野
霞
舟
、
設
樂
翠
巖
そ
し
て
さ
ら
に
數
人
の
同
好
の
士
と
集

ま
っ
て
、
頻
繁
に
詞
を
作
っ
て
樂
し
ん
で
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

　

こ
う
し
て
み
る
と
篁
園
が
百
六
十
六
首
も
の
詞
を
作
る
こ
と
が
で

き
た
の
は
、
同
じ
く
填
詞
に
興
味
を
持
ち
、
切
磋
琢
磨
す
る
仲
間
が

い
た
か
ら
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
こ
れ
以
外
の
詞
は
、
大
部
分
が
題
畫
詞
と
詠
物
詞
で
あ

る
。
そ
れ
を
次
に
あ
げ
る
。

題
畫
詞　

八
首

○
點
絳
脣

題
畫

○
點
絳
脣

江
山
晴
雪
圖

○
浪
淘
沙

題
畫

○
蝶
戀
花

題
美
人
撲
蝶
圖

○
漁
家
子

題
畫

○
醉
春
風

題
美
人
欠
申
圖

○
漁
歌
子
題

江
山
晚
眺
圖
二
首

　

題
畫
詞
の
詞
題
の
み
で
作
品
の
作
ら
れ
た
状
況
を
判
斷
す
る
こ
と

は
難
し
い
が
、
篁
園
自
身
が
繪
を
描
い
て
い
た
と
い
う
資
料
は
見
當

た
ら
な
い
た
め
、
主
に
他
人
の
繪
畫
作
品
の
た
め
に
作
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
繪
畫
は
詩
︵
詞
︶
會
な
ど
の
集
ま
り
で
詩

や
詞
の
テ
ー
マ
と
し
て
用
い
ら
れ
た
り
、
ま
た
は
共
に
鑑
賞
を
愉
し

む
た
め
の
も
の
と
し
て
出
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
他
に

誰
か
に
依
頼
さ
れ
た
り
、
同
じ
繪
を
見
て
詞
を
作
る
場
合
も
あ
っ
た

だ
ろ
う
。

　

題
畫
詞
以
外
に
、
殘
り
は
ほ
ぼ
詠
物
詞
︵
七
十
六
首
・
全
體
の
五
割

弱
︶
で
あ
り
、
篁
園
の
作
品
の
中
心
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
詠
物
詞

も
い
か
な
る
場
で
も
作
り
得
る
題
材
で
あ
る
。
た
だ
何
人
か
の
文

人
が
集
ま
っ
て
詞
を
詠
じ
る
際
に
、
題
材
と
し
て
取
り
扱
い
や
す
い

ジ
ャ
ン
ル
で
も
あ
っ
た
。
教
師
と
い
う
篁
園
の
身
分
か
ら
考
え
る
と
、

詠
物
は
指
導
す
る
に
あ
た
っ
て
比
較
的
便
利
な
教
材
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
篁
園
と
夢
香
は
同
じ
く
紅
梅
を
詠
じ
た
﹁
一

萼
紅
﹂、
牽
牛
花
を
詠
じ
た
﹁
惜
秋
華
﹂、
秋
蝶
を
詠
じ
た
﹁
永
遇
樂
﹂

な
ど
が
あ
る
。
篁
園
を
中
心
と
し
た
同
好
の
士
は
、
定
期
的
に
集
ま

り
、
極
め
て
意
識
的
に
填
詞
を
練
習
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
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ま
た
、﹃
篁
園
全
集
﹄
の
凡
例
に
﹁
漱
芳
詩
社
は
每
月
に
一
會
、

一
年
に
十
二
會
。
其
の
題
目
は
詠
史
詠
物
、
見
ざ
る
所
無
し
。
先
生

は
門
弟
子
を
教
う
る
や
周
悉
と
謂
う
べ
し
。
家
弟
の
澄
は
筵
席
の
末

に
廁
え
て
二
十
年
な
り
。
高
什
若
干
首
を
得
て
、
靜
宜
集
に
載
ら
ざ

る
者
多
け
れ
ば
、
則
ち
第
十
三
卷
と
爲
す︵

　
︶
30

﹂
と
あ
り
、
こ
れ
は
詩

社
に
つ
い
て
言
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
詞
の
場
合
も
同
樣
の
場

面
が
十
分
想
定
で
き
る
。

お
わ
り
に

　

篁
園
は
昌
平
坂
學
問
所
の
教
授
で
あ
り
、
博
く
深
い
學
問
を
以
っ

て
精
力
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
文
體
に
挑
戰
し
た
。
特
に
集
唐
詩
や
駢
賦

の
多
作
は
珍
し
い
。
填
詞
も
そ
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
。
篁
園
は
昌

平
黌
の
藏
書
を
利
用
で
き
る
環
境
に
あ
り
、
詞
に
關
す
る
書
物
や
類

書
な
ど
を
比
較
的
容
易
に
手
に
取
る
こ
と
が
で
き
た
。
彼
は
宋
人
の

作
品
を
手
本
と
し
な
が
ら
、
同
時
代
の
清
朝
の
思
想
や
書
籍
に
も
影

響
さ
れ
、
そ
の
理
論
を
吸
收
し
て
、
自
身
の
作
品
の
糧
と
し
た︵

　
︶
31

。

　

野
村
篁
園
は
一
人
の
日
本
人
と
し
て
、
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
數
多
く
の

詞
を
作
っ
た
の
か
。
そ
の
原
因
を
考
え
る
に
あ
た
り
、
無
論
、
背
景

と
し
て
の
書
物
の
輸
入
と
い
っ
た
外
部
要
素
も
重
要
で
は
あ
る
が
、

主
體
的
な
要
素
に
こ
そ
よ
り
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
同
じ
時
代
に

活
躍
し
た
田
能
村
竹
田
と
比
較
し
て
み
る
と
、
彼
は
長
崎
に
出
向
い

た
こ
と
も
な
く
、
實
際
に
中
國
人
と
唱
和
し
た
形
跡
も
見
受
け
ら
れ

な
い
。
篁
園
は
純
粹
に
文
學
と
學
問
へ
の
探
究
心
に
よ
っ
て
、
書
物

を
通
し
て
詞
に
觸
れ
、
友
人
や
弟
子
ら
と
共
に
定
期
的
な
詩
︵
詞
︶

會
の
中
で
填
詞
の
技
術
を
磨
き
、
遂
に
江
戸
時
代
の
現
存
す
る
詞
の

作
品
が
最
も
多
い
作
者
と
な
っ
た
。﹃
秋
篷
笛
譜
﹄
に
收
め
ら
れ
て

い
る
詞
の
量
と
質
は
篁
園
の
勤
勉
で
眞
面
目
な
爲
人
に
よ
る
も
の
で

あ
り
、
中
國
の
文
學
や
そ
れ
を
生
み
出
し
て
き
た
詞
人
た
ち
へ
の
憧

れ
が
あ
っ
た
。
結
果
的
に
日
本
填
詞
史
全
體
か
ら
見
て
、
高
く
評
價

す
べ
き
功
績
を
上
げ
ら
れ
た
人
物
で
あ
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

注︵
１ 

︶ 

現
存
す
る
最
古
の
作
品
は
﹃
經
國
集
﹄
に
收
め
ら
れ
た
嵯
峨
天
皇
の

﹁
雜
言
漁
歌
﹂
と
題
さ
れ
た
五
首
と
さ
れ
て
い
る
。︵
神
田
喜
一
郎
﹁
填

詞
の
濫
觴
﹂、﹃
神
田
喜
一
郎
全
集
﹄
卷
六
所
收
、
同
朋
舍
、
一
九
八
五

年
︶
し
か
し
、
嵯
峨
天
皇
自
身
が
こ
の
作
品
を
﹁
詞
﹂
と
意
識
し
て
作
っ

て
い
た
か
ど
う
か
甚
だ
疑
わ
し
い
。
そ
も
そ
も
、
手
本
と
な
っ
た
張
志

和
の
﹁
漁
父
歌
﹂︵﹃
全
唐
詩
﹄
卷
二
十
九
︶
は
中
唐
期
の
も
の
で
あ
り
、

詞
が
文
體
と
し
て
成
熟
す
る
前
の
作
品
で
あ
る
。
嵯
峨
天
皇
は
お
そ
ら

く
﹁
雜
言
﹂
體
の
樂
府
詩
と
し
て
制
作
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

︵
２ 

︶ 
徳
川
光
圀
︵
一
六
二
八
︱
一
七
〇
一
︶
三
十
二
首
、
賴
杏
坪
︵
一
七
五
六
︱

一
八
三
四
︶
三
十
九
首
、
野
村
篁
園
︵
一
七
七
五
︱
一
八
四
三
︶
百
六
十
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野
村
篁
園
の
詞
集
﹃
秋
篷
笛
譜
﹄
に
つ
い
て
︵
陳
︶

六
首
、
田
能
村
竹
田
︵
一
七
七
七
︱
一
八
三
五
︶
七
十
四
首
、
友
野
霞
舟

︵
一
七
九
一
︱
一
八
四
九
︶
三
十
六
首
、
日
下
部
夢
香
︵
？
︱
一
八
六
三
︶
四

十
四
首
。
神
田
喜
一
郎
﹁
日
本
填
詞
史
話
﹂
上
︵﹃
神
田
喜
一
郎
全
集
﹄
卷

六
所
收
、
同
朋
舍
、
一
九
八
五
年
︶
に
基
づ
い
て
整
理
し
た
。

︵
３ 

︶
神
田
喜
一
郎
﹁
田
能
村
竹
田
︵
一
︶﹂﹁
田
能
村
竹
田
︵
二
︶﹂﹁
竹
田
の

餘
響
﹂︵﹃
神
田
喜
一
郎
全
集
﹄
卷
六
、
同
朋
舍
、
一
九
八
五
年
︶
を
參

照
。

︵
４ 

︶ 

篁
園
の
傳
記
は
、
彼
自
身
の
自
傳
詩
と
も
い
え
る
﹁
歲
暮
書
懷
﹂︵﹃
篁

園
全
集
﹄
卷
三
︶
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
徳
田

武
﹃
野
村
篁
園
﹄︵﹃
江
戸
詩
人
選
集
﹄
卷
七
所
收
、
岩
波
書
店
、
一
九

九
〇
年
︶
を
參
照
。

︵
５ 

︶ 

詩
に
つ
い
て
は
注
︵
４
︶
所
引
の
德
田
武
﹃
野
村
篁
園
﹄︵﹃
江
戸
詩

人
選
集
﹄
卷
七
所
收
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
〇
年
︶
な
ど
が
あ
る
。

︵
６ 

︶ ﹃
秋
篷
笛
譜
﹄
は
﹃
篁
園
全
集
﹄
の
卷
六
か
ら
卷
七
に
收
め
ら
れ
て
い

る
。﹃
篁
園
全
集
﹄
は
全
二
〇
卷
と
三
卷
の
目
録
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
篁

園
自
身
が
編
纂
し
た
の
は
卷
一
か
ら
卷
七
ま
で
で
あ
る
。
卷
一
か
ら
卷

四
は
篁
園
の
詩
集
で
あ
り
、﹃
靜
宜
慚
藁
﹄
と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
。
卷

五
は
篁
園
の
集
唐
詩
集
で
あ
り
、﹃
採
花
集
﹄
と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
。

殘
り
の
卷
八
か
ら
卷
二
十
は
門
人
の
石
川
澹
が
整
理
し
た
も
の
で
あ
り
、

各
體
裁
の
詩
、
序
跋
文
、
墓
誌
銘
、
散
文
と
駢
賦
な
ど
が
收
め
ら
れ
て

い
る
。﹃
篁
園
全
集
﹄
は
寫
本
の
ま
ま
内
閣
文
庫
に
收
藏
さ
れ
て
お
り
、

刊
行
さ
れ
た
形
跡
は
な
い
。
他
に
、
關
西
大
學
圖
書
館
に
は
卷
一
と
卷

二
の
寫
本
が
あ
り
︵
未
見
︶、
國
會
圖
書
館
に
は
卷
五
か
ら
卷
一
九
の
寫

本
が
あ
る
。
本
稿
で
は
篁
園
の
作
品
は
す
べ
て
内
閣
文
庫
本
に
據
る
。

︵
７
︶ 

杜
牧
﹁
晚
泊
﹂
詩
︵﹃
全
唐
詩
﹄
卷
五
百
二
十
五
︶。

︵
８ 

︶ 

鄭
谷
﹁
送
吏
︵
一
作
祠
︶
部
曹
郎
中
免
官
南
歸
﹂
詩
︵﹃
全
唐
詩
﹄
卷

六
七
五
︶。

︵
９ 

︶ 

孫
覿
﹁
張
子
爲
園
林
八
詠　

其
六　

小
蓮
﹂
詩
︵﹃
全
宋
詩
﹄、
北
京

大
學
出
版
社
、
一
九
九
一
︱
一
九
九
八
年
︶。

︵
10 

︶ 

嚴
粲
﹁
風
雨
宿
湖
心
﹂
詩
︵
四
庫
全
書
本
﹃
宋
百
家
詩
存
﹄、
卷
三
十

三
︶。

︵
11 
︶ 

趙
汝
鐩
﹁
聞
舟
中
笛
﹂
詩
︵
四
庫
全
書
本
﹃
宋
百
家
詩
存
﹄、
卷
二
十

五
︶。

︵
12 

︶ 

凌
廷
堪
﹁
梅
邊
吹
笛
譜
自
序
﹂︵﹃
凌
廷
堪
全
集
﹄
第
四
册
、
紀
健
生

校
點
、
黃
山
書
社
、
二
〇
〇
九
年
︶。

︵
13 

︶ 

大
庭
脩
﹃
江
戸
時
代
に
お
け
る
唐
船
持
渡
書
の
研
究
﹄︵
關
西
大
學
東

西
學
術
研
究
所
、
一
九
六
七
年
︶
に
基
づ
い
て
調
べ
た
と
こ
ろ
、
輸
入

さ
れ
た
形
跡
は
見
受
け
ら
れ
な
い
が
、
朝
鮮
な
ど
か
ら
傳
わ
っ
た
可
能

性
も
十
分
に
あ
る
だ
ろ
う
。

︵
14 

︶ 

こ
れ
は
詞
牌
の
別
名
を
全
部
ま
と
め
て
一
つ
の
詞
牌
と
し
て
數
え
る

場
合
で
あ
る
。

︵
15 

︶ ﹁
鶯
啼
序
﹂
に
關
し
て
、
謝
桃
坊
は
﹃
唐
宋
詞
譜
校
正
﹄︵
上
海
古
籍

出
版
社
、
二
〇
一
二
年
︶
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
﹁
此
調
爲
詞
體

最
長
之
調
⋮
⋮
︵
略
︶
⋮
⋮
因
篇
幅
較
長
，
處
理
四
段
之
間
詞
意
關
係

至
爲
重
要
，
必
須
層
次
清
楚
，
富
於
變
化
⋮
⋮
︵
略
︶
⋮
⋮
此
調
結
構

與
句
式
極
複
雜
，
除
第
三
、
四
段
兩
個
句
群
韻
稀
之
外
，
其
餘
韻
位
適

度
，
故
調
勢
婉
轉
起
伏
，
波
瀾
變
化
，
時
流
暢
，
時
低
咽
，
而
極
爲
和

諧
柔
婉
。
此
雖
長
調
之
最
難
者
，
但
自
來
常
有
詞
人
試
以
展
示
詞
藝
之
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水
平
。﹂

︵
16 
︶ 

こ
の
點
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
。

︵
17 
︶ ﹁
⋮
⋮
考
其
縁
因
有
三
。
一
、
詞
句
之
作
、
有
短
長
多
少
之
別
、
非
比

詩
也
。
二
、
作
詞
用
韻
、
須
工
平
仄
、
稍
有
差
訛
、
即
爲
笑
柄
。
三
、

文
人
學
子
、
眞
能
悉
心
研
究
者
極
少
、
因
此
竟
付
缺
如
。﹂︵
田
能
村
竹

田
編
、
孫
佩
蘭
參
訂
﹃
填
詞
圖
譜
﹄、
國
學
書
局
、
一
九
一
七
年
︶。

︵
18 

︶ 

神
田
喜
一
郎
﹁
五
山
文
學
と
填
詞
︵
三
︶﹂︵﹃
神
田
喜
一
郎
全
集
﹄
卷

六
、
同
朋
舍
、
一
九
八
五
年
︶
を
參
照
。

︵
19 

︶ 

野
川
博
之
﹁
五
山
二
留
學
僧
の
填
詞
制
作
︱
︱
龍
山
・
中
巖
の
木
蘭

花
︱
︱
﹂︵﹃
中
國
文
學
研
究
﹄
二
十
五
號
、
一
九
九
九
年
︶
參
照
。

︵
20 

︶ 

神
田
喜
一
郎
﹁
林
家
一
門
と
填
詞
﹂︵﹃
神
田
喜
一
郎
全
集
﹄
卷
六
、

同
朋
舍
、
一
九
八
五
年
︶
を
參
照
。

︵
21 

︶ 

問
﹁﹃
花
間
集
﹄
及
﹃
草
堂
詩
餘
﹄，
凡
近
世
樂
府
，
悉
皆
協
於
絲
竹

乎
？
﹂
答
﹁
樂
府
固
協
絲
竹
，﹃
草
堂
詩
餘
﹄
有
陰
陽
平
仄
之
譜
、
蓋
以

比
於
絲
竹
而
爲
之
也
。﹂︵
朱
舜
水
撰
、
馬
浮
編
﹃
朱
舜
水
文
集
﹄、﹃
朱

舜
水
全
集
﹄
所
收
、
世
界
書
局
、
一
九
六
二
年
︶。

︵
22 

︶ ﹁
蓋
聞
長
崎
島
通
船
之
後
，
中
國
文
籍
多
有
流
入
者
，
其
中
有
志
者
漸

趨
文
翰
，
比
戊
辰
︵
一
七
四
八
︶
酬
唱
頗
勝
云
。﹂︵﹃
海
槎
日
記
﹄
六
月

十
八
日
、﹃
海
行
揔
載
﹄
四
所
收
、
朝
鮮
古
書
刊
行
會
、
一
九
一
四
年
︶。

︵
23 

︶ ﹁
儒
職
歷
任
錄
﹂、
文
部
省
編
﹃
日
本
教
育
史
資
料
﹄
卷
七
︵
文
部
大

臣
官
房
報
告
課
、
一
八
九
二
年
︶。

︵
24
︶ 

同
前
注
。

︵
25
︶ 

寫
本
、
國
會
圖
書
館
所
藏
、
一
八
一
八
年
。

︵
26 

︶ 

淺
野
梅
堂
︵
一
八
一
六
︱
一
八
八
〇
︶、
名
は
長
祚
、
字
は
胤
卿
、
通

稱
金
之
丞
。
友
野
霞
舟
の
門
人
で
、
い
わ
ゆ
る
野
村
篁
園
の
孫
弟
子
に

あ
た
る
人
物
。

︵
27
︶ 

早
稻
田
大
學
圖
書
館
所
藏
、
出
版
年
不
明
。

︵
28 

︶ ﹁
獨
﹃
草
堂
詩
餘
﹄
所
收
最
下
最
傳
，
三
百
年
來
，
學
者
守
爲
﹃
兔
園

册
﹄，
無
惑
乎
詞
之
不
振
也
。︵
中
略
︶
填
詞
最
雅
，
無
過
石
帚
，﹃
草
堂

詩
餘
﹄
不
登
其
隻
字
，
見
胡
浩
然
﹁
立
春
﹂、﹁
吉
席
﹂
之
作
，
蜜
殊
﹁
詠

桂
﹂
之
章
，
亟
收
卷
中
，
可
謂
無
目
者
也
。﹂︵
朱
彝
尊
、
汪
森
編
﹃
詞

綜
﹄、
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
七
八
︶。

︵
29 

︶ ﹁
⋮
笑
草
堂
之
多
陋
習
，
憾
蘭
畹
之
少
佳
篇
。
追
格
於
碧
山
，
繼
蹤
於

白
石
。
⋮
﹂︵﹃
篁
園
全
集
﹄
卷
十
六
︶。

︵
30 

︶ ﹁
漱
芳
詩
社
每
月
一
會
，
一
年
十
二
會
，
其
題
目
詠
史
詠
物
，
無
所
不

見
，
先
生
教
門
弟
子
可
謂
周
悉
矣
。
家
弟
澄
廁
筵
席
末
二
十
年
矣
，
得

高
什
若
干
首
，
靜
宜
集
不
載
者
多
，
則
爲
第
十
三
卷
﹂。

︵
31 

︶ 

こ
の
こ
と
に
關
し
て
は
、
ま
た
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　

＊　
　

＊

作
　
者
：
陳　

竺
慧

Author

：C
H

EN
 C

huhui

標
　
題
：
關
於
野
村
篁
園
的
詞
集
︽
秋
篷
笛
譜
︾
的
初
步
探
究

T
itle

：N
O

M
U

RA
 K

oen 

野
村
篁
園
’s Book of Poem

s Syuho 
tekifu ﹃

秋
篷
笛
譜
﹄



79

野
村
篁
園
の
詞
集
﹃
秋
篷
笛
譜
﹄
に
つ
い
て
︵
陳
︶

摘
　
要
：
野
村
篁
園
︵
一
七
七
五
︱
一
八
四
三
︶
是
日
本
江
戶
時
代

的
代
表
性
詞
人
之
一
，
在
幕
府
最
高
學
府
昌
平
坂
学
問
所
執
教
多

年
，
所
留
下
的
一
百
六
十
六
首
詞
作
全
數
收
錄
在
其
詞
集
︽
秋
篷

笛
譜
︾
之
中
。
本
論
文
對
︽
秋
篷
笛
譜
︾
從
書
名
由
來
、
創
作
時

期
、
所
用
詞
牌
、
填
詞
時
所
參
考
的
書
籍
、
題
材
與
其
創
作
情
境

等
進
行
了
分
析
與
考
察
。
篁
園
的
詞
多
數
是
在
晚
年
與
弟
子
們
集

會
時
所
作
，
所
用
詞
牌
不
拘
長
短
而
多
樣
，
認
同
︽
詞
綜
︾
中
以

朱
彞
尊
為
首
的
浙
西
詞
派
之
審
美
，
以
南
宋
詞
人
為
範
本
進
行
創

作
，
追
求
淡
雅
的
境
界
。
篁
園
利
用
學
問
所
的
藏
書
以
及
自
己
本

身
對
文
學
與
學
問
的
追
求
，
終
能
留
下
值
得
後
世
評
價
的
佳
作
。

關
鍵
詞
：
野
村
篁
園　

秋
篷
笛
譜　

填
詞　

江
戶
時
代　

詞
集


